
~　~　~　~　~　　　　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~　~
る
。
入
学
当
初
か
ら
国
家
試
験
に
照

準
を
合
わ
せ
て
お
り
、
専
門
の
講
師

陣
に
よ
る
講
義
、
先
進
の
医
療
機
関

で
の
実
習
指
導
が
行
わ
れ
る
。
国
家

試
験
に
合
格
し
、
地
域
医
療
に
貢
献

す
る
奉
仕
の
心
を
持
っ
た
看
護
師
の

育
成
を
目
指
す
。
こ
こ
で
は
、
看
護

へ
の
明
確
な
目
的
意
識
を
持
ち
、
人

の
た
め
に
何
か
を
し
た
い
と
い
う
心

を
備
え
た
者
た
ち
が
同
じ
目
標
に
向

か
い
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
る
。

　

同
校
は
、
学
習
に
よ
る
知
識
習
得

と
生
徒
個
々
の
才
能
を
伸
ば
す
の
は

も
ち
ろ
ん
、
共
同
生
活
の
基
本
で
あ

る
礼
の
心
を
体
得
す
る
マ
ナ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
礼
法
」
を
設
け
て
い
る
。

創
立
当
初
か
ら
正
課
に
位
置
付
け
ら

れ
た
小
笠
原
流
礼
法
を
学
び
、
礼
儀

を
尽
く
せ
ば
信
頼
関
係
が
育
ま
れ
、

心
地
よ
い
人
間
関
係
が
生
ま
れ
る
と

実
感
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
は
、
ま
ず
一

般
社
会
で
の
常
識
・
ル
ー
ル
や
最
新

の
情
報
を
修
得
し
、
ま
た
自
分
で
目

標
を
立
て
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の

方
法
を
学
ぶ
。
そ
の
上
で
、
自
分
の

性
格
や
特
技
等
を
把
握
し
、
こ
う
成

り
た
い
と
い
う
将
来
の
自
分
の
姿
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、 

そ
の
た
め
に
今
何

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
考
え

さ
せ
実
際
に
行
動
を
起
こ
さ
せ
る
事

を
目
指
す
。

　

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

文
部
科
学
省
よ
り
平
成
18
〜
20
年
度

ス
ー
パ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ

ン
ゲ
ー
ジ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｅ

Ｌ
Ｈ
ｉ
）
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、

今
年
度
か
ら
平
成
21
〜
23
年
度
英
語

教
育
改
善
の
た
め
の
調
査
研
究
学
校

の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
成
果

を
も
っ
て
指
導
が
展
開
さ
れ
る
。
初

級
学
習
者
に
も
効
果
的
な
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
力
向
上
に
重
点
を
お
い
た
様
々

な
指
導
に
加
え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
を
利
用
し
学
習
意

欲
を
高
め
る
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い

る
。
生
徒
全
員
の
英
語
活
用
能
力
を

高
め
、
英
検
準
２
級
以
上
の
取
得
を

目
指
す
。

　

高
校
時
代
は
自
分
が
学
び
た
い
こ

と
や
将
来
を
模
索
す
る
大
切
な
時

期
。
学
習
面
だ
け
で
な
く
、
行
事
や

校
外
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
と
お
し

て
、
自
分
が
社
会
に
ど
う
貢
献
で
き

る
か
考
え
る
機
会
を
持
つ
こ
と
も
、

人
と
し
て
大
き
く
成
長
す
る
た
め
に

大
切
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
高
校
生
活
の
楽
し
さ

は
、
課
外
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
あ

る
の
も
一
面
の
事
実
。
同
校
に
は
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
筆
頭
に
10
の
運
動

部
と
吹
奏
楽
部
な
ど
12
の
文
化
部
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
活
動
し
て

い
る
。
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
交
流

の
輪
を
広
げ
、
生
涯
の
友
人
を
得
る

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
毎
年
９
月
の
文
化
祭
「
撫

子
祭
」
は
ゲ
ー
ム
や
実
験
な
ど
参
加

型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
、
毎

年
ク
ラ
ス
や
部
活
動
、
各
学
科
か
ら

約
１
０
０
の
展
示
や
発
表
が
あ
る
。

大
勢
の
生
徒
の
家
族
や
近
隣
の
園

児
・
児
童
な
ど
が
来
校
し
、「
一
言

で
言
え
ば
、
素
直
で
明
る
い
子
ど
も

た
ち
」（
額
賀
校
長
）
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
盛
り
上
が
る
と
い
う
。

は
豊
か
な
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ
、

一
面
静
寂
な
思
索
の
場
と
し
て
、

理
想
的
な
場
所
で
あ
っ
た
。

　

学
則
の
総
則
に
は
「
本
大
学

　

現
在
の
大
成
女
子
高
と
な
っ
た
の

は
１
９
４
８
年
の
学
制
改
革
の
と

き
。
３
年
後
に
は
学
校
法
人
大
成
学

園
の
経
営
に
移
り
、
１
９
６
８
年
に

茨
城
女
子
短
期
大
学
を
開
学
し
、
ほ

ど
な
く
幼
稚
園
を
設
置
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
巣
立
っ
た
生
徒
は

４
万
人
を
超
え
、
県
内
で
最
も
歴
史

あ
る
私
立
学
校
と
し
て
今
年
１
０
０

周
年
を
迎
え
た
。
創
立
以
来
、
誠

実
・
協
和
・
勤
勉
の
校
訓
の
も
と
、

「
社
会
に
役
立
つ
女
性
」
の
育
成
と

い
う
確
固
た
る
女
子
教
育
の
方
針
を

貫
き
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、

常
に
時
代
に
即
し
た
教
育
を
行
っ
て

き
た
。

　

額
賀
修
一
校
長
は
「
本
校
は
、
時

代
の
流
れ
を
常
に
敏
感
に
感
じ
取

　

大
成
女
子
高
等
学
校
は
、

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
、
額
賀
三

郎
・
キ
ヨ
夫
妻
に
よ
っ
て
そ
の
前
身

の
裁
縫
塾
が
水
戸
市
鳥
見
町
に
開
か

れ
た
。
初
年
度
の
在
籍
は
８
人
だ
っ

た
。
し
か
し
、
２
年
後
に
は
茨
城
県

下
初
の
私
立
裁
縫
女
学
校
と
な
り
、

徐
々
に
規
模
を
拡
大
。
設
立
当
初
、

女
子
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
た
の
は

裁
縫
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
良
妻
賢

母
」
と
な
る
技
能
だ
っ
た
が
、
女
子

に
も
普
通
教
育
を
と
の
機
運
か
ら
、

１
９
１
９
年
に
は
水
戸
市
大
成
女
学

校
に
改
組
。
昭
和
に
な
る
と
大
成
高

等
女
学
校
を
設
置
し
た
。
日
本
最
初

の
保
育
士
・
豊
田
芙
雄
（
子
）
氏
が

同
校
の
教
壇
に
立
っ
た
の
も
こ
の
こ

ろ
。

り
、
そ
の
時
々
に
お
け
る
新
し
い
女

性
の
幸
せ
な
生
き
方
、
目
標
を
提
案

し
、
そ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
教

育
活
動
を
展
開
し
て
き
た
学
校
で

す
。
女
性
が
自
身
の
生
き
方
を
深
く

考
え
、
自
分
の
資
質
に
気
づ
き
、
磨

き
を
か
け
、
そ
れ
ら
を
伸
ば
し
、
将

来
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
足
場
を

し
っ
か
り
と
固
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
学
び
の
場
と
し
て
本
校
は
あ
り

ま
す
。
生
徒
に
は
、
本
校
の
そ
う
い

う
環
境
を
十
分
活
用
し
て
ほ
し
い
の

で
す
」
と
大
成
の
歴
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
話
す
。

　

女
子
校
だ
か
ら
こ
そ
「
女
性
と
し

て
の
素
養
を
磨
く
」
こ
と
に
集
中
し

て
取
り
組
め
、
社
会
へ
の
一
歩
を
望

ま
し
い
形
で
踏
み
出
す
準
備
が
で
き

る
。
同
校
は
そ
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
教
職

員
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。

　

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
同
女
子
高
は
次
の
教
育
目
標

を
掲
げ
て
い
る
。

　
「
多
様
化
す
る
社
会
に
貢
献
で
き

る
自
立
し
た
女
性
の
育
成
」

　
「
良
識
あ
る
母
親
と
し
て
地
域
社

会
に
融
和
で
き
る
女
性
の
育
成
」

　

さ
ら
に
来
年
度
か
ら
の
指
導
方
針

は
、「
普
通
科
」「
家
政
科
」「
看
護

科
（
5
年
一
貫
教
育
）」
の
３
つ
の

学
科
と
「
小
笠
原
流
礼
法
」「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
３
つ
の
教
育
テ
ー

マ
が
連
動
す
る
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
、『
Ｔ

－

12　

Ｐ
ｒ
ｏ

ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
』
と
し
て
始
動
す
る
予
定

だ
と
い
う
。

　

同
校
で
は
大
学
合
格
だ
け
を
目
標

と
す
る
よ
う
な
進
学
指
導
で
は
な

く
、
生
徒
自
身
の
意
欲
や
自
主
性
を

尊
重
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
生

徒
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
「
合
格
す

る
こ
と
」
よ
り
も
、「
大
学
で
何
を

学
び
、
自
分
の
人
生
に
ど
う
生
か
す

か
、
だ
か
ら
で
す
」
と
額
賀
修
一
校

長
は
強
調
す
る
。

　

進
学
や
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
（
将

来
設
計
）
を
例
に
と
る
と
「
近
年
は

生
徒
の
進
学
先
も
実
に
多
様
化
し
て

お
り
ま
し
て
、
い
ま
普
通
科
は
特
別

進
学
コ
ー
ス
と
進
学
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
い
ま
す
が
、
来
年
度
か
ら
垣
根

を
取
り
払
い
、
一
人
一
人
、
学
力
、

個
性
や
将
来
設
計
を
考
え
、
よ
り
き

め
細
か
く
指
導
し
て
い
く
体
制
を
整

え
ま
す
」（
額
賀
校
長
）。

　

こ
れ
か
ら
は
一
人
ひ
と
り
の
個
性

や
意
欲
、
自
主
性
が
問
わ
れ
る
時

代
。
こ
れ
ら
を
養
う
た
め
に
、
ま

ず
、
生
徒
自
身
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
自
覚
さ
せ
、
人
生
の
目
的

意
識
を
は
ぐ
く
む
の
が
第
一
。
そ
し

て
、
自
分
が
「
本
当
に
や
り
た
い
こ

と
」
が
何
な
の
か
を
し
っ
か
り
と
見

定
め
た
上
で
大
学
入
試
に
臨
む
。
大

成
で
の
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
は
そ
の
た

め
の
準
備
期
間
と
し
て
十
分
に
魅
力

的
だ
。

　

普
通
科
は
、
習
熟
度
別
の
授
業
が

展
開
さ
れ
、
誰
も
が
勉
強
を
好
き
に

な
り
学
力
向
上
を
実
感
で
き
る
よ

う
、
現
在
よ
り
も
さ
ら
に
き
め
細
か

な
学
習
指
導
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

個
々
の
適
性
や
将
来
へ
の
希
望
を
生

か
す
事
が
で
き
る
選
択
授
業
を
設
定

す
る
。
難
関
大
学
等
へ
進
学
し
、
専

門
性
を
高
め
、
新
時
代
を
力
強
く
生

き
抜
い
て
行
け
る
女
性
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。

　

同
校
創
立
時
の
理
念
の
一
部
を
受

け
継
ぎ
、
遺
伝
子
を
最
も
色
濃
く
残

す
家
政
科
は
、
生
き
る
技
術
を
学

び
、
人
と
幸
せ
を
分
か
ち
合
い
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
女
性
を
育
て
る
と

い
う
柱
は
不
変
だ
。
専
門
家
に
よ
る

被
服
・
調
理
・
保
育
等
の
講
義
・
実

習
を
中
心
に
、
最
上
位
の
資
格
試
験

受
験
、
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
等
に
向
け

た
指
導
が
行
わ
れ
る
。
確
か
な
技
術

力
に
裏
付
け
さ
れ
た
、
感
性
豊
か
な

女
性
の
育
成
を
目
指
す
。

　

看
護
科
は
、
高
等
学
校
看
護
科

（
３
年
）
と
専
攻
科
（
２
年
）
を
あ

わ
せ
た
５
年
一
貫
教
育
に
よ
る
看
護

師
養
成
課
程
。
修
了
す
れ
ば
「
看
護

師
国
家
試
験
」
受
験
資
格
を
得
て
、

資
格
を
最
も
短
期
間
で
取
得
で
き

新たな世紀へ飛躍 大成学園創立100周年

　

1
9
6
5
（
昭
和
40
）
年
６
月

よ
り
開
学
の
準
備
を
始
め
、
当
時

の
那
珂
町
の
好
意
に
よ
り
旧
五
台

中
学
校
跡
地
を
確
保
し
、
67
年
４

月
開
学
し
た
。

　

開
学
当
初
は
、
学
生
運
動
の
兆

し
が
見
え
始
め
た
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
高
度
経
済
成
長
の
結
果
と
し

て
の
物
価
高
騰
も
目
立
ち
、
地
方

か
ら
東
京
の
大
学
に
わ
が
子
を
進

学
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
保
護

者
の
不
安
と
負
担
が
募
り
始
め
た

時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
状

況
か
ら
、
身
近
に
短
大
設
立
の
要

望
は
強
く
、
ま
た
、
大
学
の
マ
ン

モ
ス
化
が
全
国
的
と
な
り
、
弊
害

が
指
摘
さ
れ
だ
し
て
い
た
。

　

大
学
の
規
模
を
比
較
的
小
さ
く

抑
え
る
こ
と
で
学
生
と
教
授
が
親

し
く
交
流
し
、
青
年
前
期
と
い
う

難
し
い
時
期
の
教
育
を
十
分
に
行

い
、
保
護
者
の
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
な
場
と
し
て
新
設
短
大
は

構
想
さ
れ
、
設
立
に
い
た
っ
た
。

那
珂
の
清
流
に
臨
む
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
教
育
基
本
法
お
よ
び
学
校
教

育
法
に
従
い
、
広
く
知
識
を
授
け

る
と
と
も
に
深
く
国
文
教
育
お
よ

び
保
育
に
関
す
る
専
門
の
学
芸
を

教
授
研
究
し
、
知
的
道
徳
的
お
よ

び
応
用
的
能
力
を
養
い
、
明
朗
で

知
性
に
富
み
穏
健
か
つ
情
操
豊
か

な
女
性
の
育
成
を
目

的
と
す
る
」
と
あ

る
。
本
学
が
追
求
す

る
女
子
教
育
は
、
戦

前
の
婦
徳
、
良
妻
、

賢
母
型
の
男
性
原
理

を
超
え
た
女
性
的
心

性
を
根
底
と
す
る
精

神
の
豊
か
さ
に
あ

り
、
心
身
と
も
に
健

全
で
社
会
性
に
も
富

ん
だ
女
性
像
に
あ

る
。

　

保
育
科
の
特
長

は
、
グ
ル
ー
プ
担
任

制
の
導
入
に
よ
り
学

生
と
教
員
の
距
離
が

近
く
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
緊
密

な
こ
と
で
、
不
安
な

く
充
実
し
た
学
生
生

開
か
れ
た
教
育
を
通
し
て
豊
か

な
社
会
性
が
身
に
付
く
場
で
も
あ

る
。

　

隣
接
す
る
茨
城
女
子
短
期
大
学

の
広
い
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

　

大
成
学
園
幼
稚
園
は
、
茨
城
女

子
短
期
大
学
の
保
育
科
学
生
の
教

育
実
習
園
と
し
て
、
1
9
7
1

（
昭
和
46
）
年
開
園
し
た
。
短
大

教
授
の
専
門
的
学
問
と
幼
稚
園
教

諭
の
実
践
的
知
識
が
一
体
と
な

り
、
常
に
時
代
に
即
し
た
教
育
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　

同
園
で
は
、
教
師
主
導
の
画
一

的
な
保
育
で
は
な
く
、
物
事
を
み

ず
み
ず
し
い
感
性
で
と
ら
え
、
考

え
、
学
び
取
っ
て
行
く
子
供
た
ち

を
主
体
と
し
て
、
意
欲
や
創
造
性

を
大
切
に
し
、
一
人
ひ
と
り
の
個

性
や
発
想
を
未
来
に
つ
な
げ
る
保

育
を
目
指
し
て
い
る
。
子
供
た
ち

と
同
じ
目
線
で
物
事
に
対
処
す
る

と
同
時
に
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

や
安
全
指
導
を
徹
底
し
、
子
供
た

ち
が
伸
び
伸
び
と
安
心
し
て
遊
ぶ

こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

る
。

　

近
隣
の
高
校
生
や
中
学
生
の
体

験
学
習
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

お
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
交
流
、

は
、
小
鳥
や
野
の
草
花
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
環
境
は
、
子
供
の
心
を
大
き

く
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
思
い

切
り
体
を
動
か
せ
る
格
好
の
遊
び

場
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
人
間
性

を
は
ぐ
く
む
。

　

体
育
専
門
の
指
導
者
に
よ
る
幼

児
体
育
の
ク
ラ

ス
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ

る
英
会
話
の
ク
ラ

ス
を
週
に
30
分
ず

つ
取
り
入
れ
、
幼

児
の
発
達
と
必
要

性
に
応
じ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
る
。
預
か

り
保
育
、
給
食
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
も

充
実
。
満
３
歳
に

な
っ
た
時
点
で
の

受
け
入
れ
も
可
能

で
、
私
立
幼
稚
園

就
園
奨
励
費
補
助

制
度
も
受
け
ら
れ

る
。

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
丁
寧

な
進
路
指
導
は
就
職
率
1
0
0
％

の
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。

　

国
文
科
の
最
大
の
特
長
は
、
２

年
時
の
卒
業
論
文
作
成
。「
個
人

卒
業
論
文
面
接
指
導
」
は
10
回

に
も
及
び
、
手
間
ひ
ま
を
か
け
た

「
作
品
」
を
完
成
さ
せ
る
。
こ
れ

に
よ
り
思
考
能
力
、
探
索
・
課
題

解
決
能
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
、

こ
の
経
験
は
社
会
に
出
て
も
大
い

に
役
立
つ
。
専
門
研
究
誌
「
茨
女

国
文
」
を
年
１
回
発
行
し
、
文
学

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
見
つ
め

直
す
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　

介
護
福
祉
専
攻
科
は
、

1
9
9
0
（
平
成
２
）
年
、
わ
が

国
の
急
速
な
高
齢
化
に
と
も
な
う

社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
に
設

置
。
定
員
20
人
で
少
数
精
鋭
の
有

資
格
者
養
成
を
目
指
し
て
い
る
。

保
育
科
で
２
年
間
学
習
す
る
と
幼

稚
園
教
諭
２
種
免
許
状
、
保
育
士

資
格
が
取
得
で
き
る
が
、
さ
ら
に

専
攻
科
に
進
学
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
１
年
間
で
介
護
福
祉
士
の
資

格
も
取
得
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

制服の変遷
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〒311-0114　那珂市東木倉 960-2
TEL029-298-0596  FAX029-298-0596

〒310-0063　水戸市五軒町 3-2-61
TEL029-221-4888  FAX029-228-2850

〒311-0114　那珂市東木倉 960-2
TEL029-295-1288  FAX029-295-8443

初代学校長額賀三郎・キヨ夫妻、茨城県水
戸市鳥見町に裁縫塾を開設
水戸市藤坂町に移転

大成裁縫女学校（本科・専科・家政科）と改
称し、茨城県下初の私立女学校として開
学

大成裁縫女学校を水戸市大成女学校と改
称

大成高等女学校を併設
茨城県達207号をもって看護婦養成所に
指定
財団法人大成高等女学校の経営となる
空襲により全校舎を焼失
旧37部隊兵舎を仮校舎として授業を再
開

学制改革により大成高等女学校（普通科・
家政科）を大成女子高等学校と改称し、大
成女子中学校を併設
大成女学校廃止
学校法人大成学園の経営となる
初代学校長額賀三郎逝去
大成女子中学校廃止
額賀キヨ、文部大臣より教育功労者とし
て表彰
名誉学校長額賀キヨ、勲五等に叙せられ
宝冠章を授与
  
茨城女子短期大学（文科・保育科）を開学
名誉学校長額賀キヨ逝去
学校長額賀修、教育功労者として藍綬褒
章を授与
大成女子高等学校に衛生看護科を設置

大成学園幼稚園を開園
副高校長額賀阿や子、勲五等に叙せられ
瑞宝章を授与
理事長額賀修、勲四等に叙せられ旭日小
綬章を授与
茨城女子短期大学に専攻科を設置
大成学園幼稚園を2年保育から2・3年保
育とする
茨城女子短期大学において文学科が廃止
され、国文科に統合
大成女子高等学校に5年一貫教育の看護
科を設置
理事長額賀良一、勲四等に叙せられ旭日
小綬章を授与
大成女子高等学校が文部科学省より、平
成18～20年度スーパー・イングリッ
シュ・ランゲージ・ハイスクール（SELHi）
に指定
同様に平成21～23年度「英語教育改善の
ための調査研究」事業の指定校となる 
学園創立100周年記念式典 

■私塾時代
1907（明治40）年12月

1908（明治41）年  4月
■大成裁縫女学校時代
1909（明治42）年  4月  3日

■水戸市大成女学校時代
1919（大正  8）年  9月

■大成高等女学校・水戸市大成女学校時代
1929（昭和  4）年  4月
1944（昭和19）年11月13日

1945（昭和20）年  7月  4日
1945（昭和20）年  8月  1日
1945（昭和20）年11月

■大成女子高等学校時代
1948（昭和23）年  3月

1950（昭和25）年  2月28日
1951（昭和26）年  3月  3日
1953（昭和28）年  2月13日
1954（昭和29）年  7月  2日
1965（昭和40）年11月19日

1966（昭和41）年11月  3日

■茨城女子短期大学・大成女子高等学校時代
1967（昭和42）年  4月
1967（昭和42）年  8月  1日
1968（昭和43）年  6月26日

1969（昭和44）年  4月  1日
■茨城女子短期大学・大成女子高等学校・大成学園幼稚園時代
1971（昭和46）年  4月
1977（昭和52）年  3月

1977（昭和52）年11月  3日

1990（平成  2）年  4月
1992（平成  4）年  4月

2002（平成14）年  4月  1日

2002（平成14）年  4月  1日

2002（平成14）年  4月29日

2006（平成18）年  4月  3日

2009（平成21）年  4月  1日

2009（平成21）年  7月11日

学 校 沿 革

茨
城
女
子
短
期
大
学

大
成
学
園
幼
稚
園

　 大 成 学 園 の 創 立
100 周 年 を 心 か ら お
祝 い 申 し 上 げ ま す。 
　国や自治体において
男女共同参画社会の推
進にむけた取組が行わ
れておりますが、貴学園

では創設当時の明治時代から現在までの永

参議院議員　岡　田　　　広

気品と強さ備えた花に きに亘り、現代社会を見据えた女子教育を
続けてこられ、100 年という輝かしい歴史を
つくられましたことに心から敬意を表するも
のであります。
　近年、少子高齢化が進み、社会構成が多
様化する中、女性が社会参加・活躍できる
環境づくりや人材育成教育は今後の日本を
支える意味でもとても重要なことであります。 
創設者の額賀三郎・キヨ先生の建学精神の
もと、学章の「撫子」のような気品と清楚、
そして強さを兼ね備えた花がこれからも咲き
誇ることを期待してやみません。

　このたび、大成学園
が創立 100 周年を迎え
られましたこと を、心か
らお慶び申し上げます。
　貴学園は、創立以来、
1 世紀にわたり「社会に
役立つ女性」の育成に

専念し続けて来られました。
　大成女子高等学校に続き、茨城女子短期
大学、大成幼稚園を設立し、特色ある専門

水戸市長　加　藤　浩　一

有為の人材育成に期待 教科を設置され、「誠実・協和・勤勉」の校
訓に基づき、温かくきめ細やかな教育により、
これまで多くの卒業生が各分野において活
躍されておりますことは、誠に輝かしいこと
と存じます。
　この輝かしい伝統のもと、今後も、創立
者の精神を受け継いだ教育活動を実践され、
時代の変化に的確に対応できる、有為の人
材を育成されますことを御期待申し上げま
す。
　歴代の教職員の方々をはじめとする、関
係各位の御努力に深く敬意を表しますととも
に、これからもますます発展されますことを
祈念いたしまして、お祝いの言葉といたしま
す。

　この度、学校法人大
成学園が創立 100 周年
を迎えられましたことを、
心からお祝い申し上げま
す。
　大成学園は、本県に
おける女子教育の先駆

けとして、明治 42 年に大成裁縫女学校を創
立して以来、「誠実・協和・勤勉」の校訓の
もと、社会に役立つ女性の育成に邁進され、

茨城県知事　橋　本　　　昌

教育機会の拡大に貢献 県民の教育機会の拡大に大変重要な役割を
果たしてこられました。
　これまでに、5 万名余の有為な人材を輩出
され、卒業生の多くの方々が、教育や医療、
福祉等の分野をはじめ、各方面でご活躍さ
れているところであります。これまでの関係
者の皆様のご尽力に対しまして、深く敬意を
表する次第であります。
　この度の、創立 100 周年を機に、大成学
園茨城女子短期大学、大成女子高等学校、
大成学園幼稚園が、県民の皆さんの期待に
応えられる学校として、今後、ますます発展
されますことを祈念いたしまして、お祝いの
言葉といたします。

　このたび、学校法人
大成学園が創立 100 周
年を迎えられましたこと
は、誠におめでたく心か
らお慶び申し上げます。
　貴学園は、昭和 42 年
に茨城女子短期大学を、

昭和 46 年には大成学園幼稚園を那珂市東
木倉の地に設立以来、本市の教育振興のた
め大きな足跡を残されました。これもひとえ

那珂市長　小　宅　近　昭

教育振興に大きな足跡 に、額賀理事長はじめ、 関係者の皆様の並々
ならぬ努力の賜物であり、衷心より敬意と感
謝の意を表するものであります。
　現在、本市は、第一次那珂市総合計画の
将来像を「人にやさしく文化の香り高いまち」
とし、基本計画の柱の一つに「豊かな心と文
化を育む教育のまちづくり」を掲げ、個性と
創造性を育む学校教育の充実をめざしてお
り、貴学園に大きな期待を寄せているところ
であります。
　結びに、学校法人大成学園が輝かしい歴
史と伝統を引き継ぎ、今後ますます発展され
ますよう心よりお祈り申し上げ、私のお祝い
の言葉とさせていただきます。

　このたび、学校法人
大成学園が創立 100 周
年を迎えられましたこと
を心からお慶び申しあげ
ます。
　本園が、県内「最古」
の私立学校として燦然と

廣　瀬　和　喜

校史100年茨城の誇り 輝く「校史」は、本県の誇りであります。建
学の精神である「誠実・協和・勤勉」の 3
つの柱こそ、永遠に求められている実践倫
理の中核でもあります。
　卒業された 5 万余名の方々が、これらの
精神を我がものとし、「社会に役立つ女性」
として貢献されて参りましたことに対し、敬
意を表したいと思います。
　本園が歴史と伝統を堅持され、私学のリー
ダーとして益々発展されますことを願い祝辞
とさせていただきます。

茨城県私学連合会長
茨城県私学協会会長

　ご創立 100 周年の節
目の年をお迎えになられ
ましたこと心よりお慶び
申し上げます。明治 42
年大成裁縫女学校を開
校されると同時に、女
子学習院、東京高等師

範学校（現お茶の水女子大学）、共立女子職

小笠原　清　忠

礼法重視の教育今後も 業学校（現共立女子大学）に伍して小笠原
流礼法を正課として取り入れられましたこと
は、創立者の額賀三郎・キヨ先生が、江戸
から明治という身分社会の崩壊の中で如何
に多くの方々に礼法を普及させるかに力を注
いだ二十八世小笠原清務の考えに共感され
たことに基づくものと思慮されます。戦後 60
年を経た今日、子供達の作法の乱れに対し
て、形式的な作法教育が多く見られる中で、
確りとした礼法の基本に基づいた指導をこれ
からも続けて行っていただきたいと存じてお
ります。

小笠原流弓馬術礼法
三十一世

　大成学園の創立 100
周年を心よりお慶び申し
上げます。
　県内で最も伝統ある
私立学校の関係者とし
て、私どもは、この 100
年の歴史を顧み、来る

べき学園新世紀に向けてますますの発展を

安　達　一　枝

発展へ一層のご指導を 期し、同窓会、後援会、父母の会、学校が
一体となり創立 100 周年記念事業委員会を
組織し、各種記念事業を計画いたしてまいり
ました。
　2006 年 5 月の発足以来現在まで、様々な
方々のご意見・ご要望に耳を傾け、また、そ
れぞれの思いを汲み取りながら会合を重ね、
ここに記念式典の佳き日を迎えることとなり
ました。
　これまで、多くの皆様より賜りましたご厚
情に対し、厚く御礼申し上げます。今後とも、
本学園発展のためご指導を賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

大成学園創立100周年
記念事業委員会委員長

学生と教授 緊密に交流

個性や創造性を大切に
生け花の授業（大正13年）

大成女子高等学校

時
代
に
即
し
た
学
び
と
成
長
の
場

女性であることの素晴らしさ
　　次の100年も伝えていきたい

　

明
治
の
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く
茨
城

女
子
教
育
の
中
核
、
大
成
学
園
が
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。
同
学
園
は
「
誠

実
・
協
和
・
勤
勉
」
の
建
学
精
神
に
基
づ
き
、

繊
細
な
感
性
や
内
に
秘
め
た
力
強
さ
を
大

切
に
し
た
女
子
教
育
に
先
鞭
を
付
け
、
実

践
し
て
き
た
。
大
き
な
包
容
力
と
ま
っ
す

ぐ
な
力
強
さ
で
知
識
を
人
々
に
役
立
て
ら

れ
る
人
間
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

育
く
ん
で
き
た
。
女
性
が
女
性
で
あ
る
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
認
識
し
、
自

分
や
人
々
の
幸
せ
に
最
大
限
の
能
力
を
発

揮
で
き
る
女
性
の
育
成
。
大
成
学
園
は
次

の
１
０
０
年
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

誠　

実

協　

和

勤　

勉

校　  訓

ご
あ
い
さ
つ

　
大
成
学
園
理
事
長

　
　
額
　
賀
　
良
　
一

　

大
成
学
園
が
こ
の
た
び
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
多

く
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
記
念
式
典
を
挙
行
で
き
ま
す

こ
と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
本
学
園
で
学
ん
だ
５
万
余
名
の
同
窓
生

は
、
社
会
の
各
分
野
で
広
範
に
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
輝
か
し
い
伝
統
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

は
、
本
学
園
の
建
学
の
精
神
に
共
感
し
、
長
い
間
支
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
、
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

厳
し
い
社
会
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
に
役
立

つ
堅
実
な
女
性
の
育
成
と
い
う
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
、
大
成
学
園
は
、
学
生
生
徒
の
真
の
育
ち
に
繋
が
る
確

か
な
教
育
を
実
践
し
続
け
ま
す
。
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大成学園創立100周年を
心からお祝い申し上げます
大成女子高等学校後援会
大成女子高等学校父母の会
茨城女子短期大学父母の会


